
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  海外渡航費用 

Ｑ：海外視察旅行に観光が含まれているの

ですが、どのように取り扱ったらいいのです

か？  

 

Ａ：損金等算入割合によって取扱いが決め

られています。 

【解説】 

海外視察旅行のように、業務と観光を合わ

せて行うような旅行に参加する場合は、その

旅費費用を旅費等と給与に振り分けしなけれ

ばなりませんが、その振り分けは、次の損金

等算入割合(業務従事割合)に応じて、それぞ

れ次のように取り扱われることとなっていま

す。 

損金等算入割合＝業務従事日数(A)÷{(A)

＋観光を行った日数(10%未満は四捨五入)} 

①  損金等算入割合が90%以上の場合 

費用の全額を旅費等として処理すること

が認められます。 

②  損金等算入割合が20%以上80%以下の場合 

その旅行に通常要する費用の額に損金等

算入割合を乗じて求めた金額を旅費等と

し、それ以外の金額は、その社員に対する

給与として処理します。 

ただし、損金等算入割合(端数処理する前

の割合)が50%以上の場合は、往復の交通費

の全額を旅費等として処理することが認

められます。 

③  損金等算入割合が10%以下の場合 

その費用の全額が旅行者たる社員に対す

る給与となります。 
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